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生昭ん 子(
ま和)な内
れ十
た五 ど縁
者 空 は関

斉含 係
六 まの
旦れ 妻
争ま や
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務五出ら
課日席中
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込 会 望民
ん費の1 簡
で百かで
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f尽き添十い十一名三
務いえこま一月刺十
謀。て月す時 一交五
) 庶十 。か 日換年

ま児 局十子る子とな
す 章とに二ど もどない目
。委の申月もの もつ子 の
員 調 出中をやでてた 見
の査てにお就来いちえ
ごにく市持学年まのな
協つだ数ちを小す教い
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委 い区 事はい学う教聞
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お
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ね
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国

民

皆

保
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川

生

活

保

護

の

庚

療

扶

助
で
川

険
と
い
う
と
と
で
閏

民

健

鹿

保

入

院

し

た

場

合

、

一

カ

月
経
過
川

険
法
が
今
年
に
な
っ

て

改

正

ざ

す

れ

ば

、
国
保
ほ
打
切
り
と
な
川

れ
、
わ
れ
わ
れ
被
保
険
者
の
受

っ
て
い
た
の
が
、
二
カ
月
延
び
山

け

る

利

益

が

大

部

良

く

な

っ

た

「

三

カ

月

」

に

な

り

ま

し

た

。

…

と

の

こ

と

で

す
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、

ど

の

よ

う

例

任

意

給

付

と

レ

て

、

お

産

川

に

な

っ

た

の

か

お

た

ず

ね

い

た

の

坊

合

千

円

、

死

亡

η
場ん
2
十
一

し
ま
す
。
(
市
内
杭
出
津

佐

田

円

を
支
給
す
る
と
と
に
な
り
ま
川

芳
次
)

し

た

。
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【
お
己
た
え
〕

被

保

険

者

要

す

る

に

、

歯

科

診

療

り

場

合

川

の
利
益
と
い
う
乙
と
は
、
被
保

の
入
闘
同
や
入
院
の
場
合
の
食
川

険
者
に
対
す
る
給
付
内
容
の
と

し

た

。

り

ま

し

た

。

事
料
、
寝
具
料
は
当
分
の
問
、
一

と
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
月
一

ω
初
診
料
は
従
来
給
付
外
と
小
川
付
添
看
護
料
、
移
送
料
も
被
保
険
者
が
全
額
負
担
し
て
い
川

目
、
新
し
い
国
民
健
康
附
険
法
し
甲
表

一八

O
円、

乙
表
五

O

必
要
と
認
め
た
場
合
に
は
給
付
た
だ
く
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま

川

1
11
1J

の
施
行
と
と
円
は
全
部
被
保
険
者
の
負
担
で
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
。
と
れ
以
外
は
全
部
半
額
市
川

一
の

箱

一

も
に
、
従
来
あ
っ
た
も
の
が
半
額
負
担
と
な
例
同
一
病
気
の
給
付
の
期
閣
が
負
担
す
る
と
と
と
な
り
他
の
川

一
民

間

一

市
町
村
の
事
り
甲
九
O
円
、
乙
二
十
五
円
に
は
二
年
で
打
切
っ
て
い
た
も
の
社
会
保
険
と
同
様
国
の
一
不
す
基
山

一

一

博
に
よ
り
給
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

が

、

一

年

延

び

三
年
に
な
り
ま
準
ど
お
り
給
付
す
る
こ
と
に
な
川

一
市

貫

一

ド
1
1
1
1
1一

付
の
内
容
が
∞
病
院
へ
入
院
の
場
合
、
宥
し
た
。

っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

資
格
の
あ
る
人
は
も
れ
な
く

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製

毎
年
十
二
月

一
日
現
在
で
農
業

一

な
お
、
来
年
は
大
村
市
農

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
が
調
製

一業
委
員
会
委
員
の
任
期
満

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
人
の
申

一了
に
よ
る
選
挙
が
行
な
わ

謂
に
も
と
づ
い
て
作
成
す
る
こ
と
一

れ
る
予
定
で
、
こ
の
選
挙

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
に
は
今
度
調
製
す
る
名
簿

資
格
要
件
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な

一だ
け
が
使
用
さ
れ
、
補
充

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
資
格
の
あ
一
名
簿
の
調
製
は
い
た
し
ま

る
人
は
も
れ
な
く
大
村
市
農
業
委
一

せ
ん
の
で
、
と
の
点
特
に
ど
注

員
会
へ
十
二
月
五
日
ま
で
に
申
請
一
意
く
だ
さ
い。

し
て
く
だ
さ
い
。

一一

資
格
を
有
す
る
者

申
請
時
用
紙
は
、
農
業
委
員
会

一

'
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i
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i
-
-
B
i
l
l
i
-
-
-
i

を
経
由
し
て
該
当
世
帯
に
配
布
い

一①
大
村
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に

ト
ヘ
た
し
ま
す

J

が
、
資
格
が
あ
る
附
惜

一

住
所
を
有
す
る
者

一
で
申
請
宮
川
紙
の
配
布
が
な
い
場
一②
一
反
歩
以
上
耕
作
の
業

刊
一
合
は
、
大
村
市
選
準
管
理
委
員
会

一

務
帯
営
む
者
お
よ
び
同
居
の
親

知
一
事
務
局
(
市
役
所
正
門
前
)
お
よ

一

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
一

町
一
び
各
出
張
所
ま
た
は
農
業
委
員
会

一

年
間
に
お
お
む
ね
六
十
日
以
上

孔
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。
一
耕
作
の
業
務
に
従
事
す

る
者
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資
格
が
な
い
者

の
禁
治
産
者

⑨
禁
乙
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
刑

の
終
る
ま
で
の
者

①
法
律
の
定
め
に
よ
る
選
挙
な
ど

の
犯
罪
で
禁
乙
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
執
行
猶
予
中
の
者

申
請
期
間
十
二
月
一
日
か

ら
十
二
月
五
日
ま
で

申
請
書
提
出
先

大
村
市

農
業
委
員
会
(
市
役
所
内
)

な
お
、
不
明
の
点
が
あ
れ
ば
、

合 大
せ村
く市
だ 選

(さ挙
選い管
挙 。理

霊 童
委 会
員へ
会 お
)問

申
込
何
日
ま
で

ooocごコ

新年名刺

交換会
oocこコo

目
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自
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子
を
調
査
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待
望
の
完
全
舗
装
は
じ
ま
る

駅
前

1
本
堂
川
橋
間

札
の
町

l
下

波

札

の

町

一

戸
を
簡
易
舗
装

t下
波
一山

梨

県

六

郷

町

山

梨
県
西

白
書
道
は
簡
易
舗
装
議
工

一役

場

が

焼

失

八

千

代

都

し
て
い
ま
す
が
、
十
二
月
上
旬
完
一六
郷
町
の
役
場
庁
舎
が
さ
る
十
月

成
の
予
定
で
、
畏
さ
三
百
二
十
五
一

十
一言

焼
失
し
、
文
憲
一寸
も
大
部

川
、
幅
五

M
で
す
。
一
件
焼
失
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
役

一
場
あ
て
書
類
を
出
し
て
回
答
が
な

一い
も
の
な
ど
は
、
問
合
せ
て
く
だ

一

さ

い

。

(

庶

務

課

)

大
村
駅
前
か
ら
本
堂
川
橋
ま
で

の
市
道
上
川
原
線
は
畏
い
問
片
側

舗
装
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
と
不
便

を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
残
り
の

片
側
老
舗
装
す
る
と
と
に
な
り
、

十
一
月
十

一
日
着
工
し
ま
し
た
。

長
さ
は
七
百
M
川
、
幅
は
五
・
五

メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

で
来
年
三
月
末
完
成
し
ま
す
。

(
建
鞍
課
)

(
建
設
課
)

安
い
家
賃
の
住
宅
を

建
て
て
い
ま
す

安
い
安
賃
で
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人
た
ち
を
救
お
う
と
、
市
単
独

事
業
で
低
家
賃
住
宅
二
十
戸
を
池

田
郷
(
市
営
池
田
第
一
住
宅
北

側
)
に
建
設
し
て
い
ま
す
。

と
の
住
宅
は
木
造
平
家
一
棟
二
戸

建
で、

一
一
戸
当
六
・
二
五
坪
、
室

数
は
四
・
五
帖
、
一
ニ
帖
の
二
室
で

十
月
二
十
二
日
着
工
、
十
二
月
下

旬
竣
工
し
ま
す
。

(

建
設
課
)

大
村
保
健
所
で
は

十
二
月
七
日
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
を

十
二
月
九
日

B

U

と

種

応

接G
 

反

C

ツ

B

G
接
種
を
大
村
保
健
所
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
多
数
受
け
て
く
だ
さ

い
。
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
十
一

時
ま
で
で
す
。

(
大
村
保
健
所
)

一
九
六
O
年
世
界
農

林
業
セ
ン
サ
ス

(
統

計
調
査
)

の

準
備

調

夜
の
た
め
、
十
二
月

一
日
現
在
で
調
在
員

が
ご
家
庭
を
‘
訪
問
し

ま

す
の
で
、

ご
協
力

く
詑
さ
い
。(

庶
務
課
)
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千
差
万
別
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
法
律

v

で

最
低
基
準
を
規
定
し
、
そ
の
基

準
以
下
の
場
合
は
、
改
正
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
レ
た

当
市
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
四
月

一

日
か
ら
改
正
し、

皆
様
被
保
険

者
の
利
益
の
増
大
を
は
か
り
ま

護
料
の
加
算
点
数
は
従
来
被
保

険
者
の
全
額
負
担
で
あ
っ
た
も

の
を
、
半
分
を
市
が
負
担
す
る

と
と
に
な
り
ま
し
た
。

ω
歯
科
の
消
療
り
場
合
、
従

来
、
金
、
合
金
は
被
保
険
者
が

全
額
負
担
し
て
い
た
も
の
を
、

市
が
半
分
負
相
応
す
る
こ
と
に
な

国
保
の
給
付
は
よ
く
な
っ
た
か

交
通
事
故
を
な
く
そ

月
賦

無
利
子

(
竹
松
出
損
所
)

0
・・
9
は
な

の
い
ろ
は
う

つ
り
に
け
り
な

い
た
ず
り
に

わ
が
み
ょ
に
ふ

る
な
が
め
せ

し
去
に
が
詩
人

の
代
表
小
野
小

町
が
一
ニ
十
歳
の
と
き
、
自
分
の
老

い
た
こ
と
や
岐
い
て
歌
っ
た
も
の

だ
が
、
当
時
は
仏
教
が
や
か
ま
し

く
、
食
生
活
を
制
限
し
て
肉
を
食

べ
る
と
と
者
許
さ
な
か
っ
た
、
と

い
わ
れ
る
。

戦
後
、
日
本
を
訪
れ
日
本
文
学
を

研
究
申
の
欧
米
背
年
い
わ
く
h
v

ビ

フ
テ
キ
や
チ

l
ズ
を
食
べ
ミ
ル
ク

を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
た
ら
、
あ

と
十
年
は
美
U
い
命
を
お
う
歌
出

来
た
ろ
う
に
。
と
残
念
そ
っ
に
舌

を
か
ん
で
い
る
、
と
い
う
o

o---そ
れ
ほ
ど
、

美
容
と
栄
養

は
表
裏
の
関
係
に
あ
る
わ
け
だ
。

0
・:
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま

い
が
、

上
仰
の

K
市
で
は
主
婦

た
ち
が
専
人
若
返
り
法
0
・
に
ニ
ワ

ト
リ
が
飼
っ
て
。
卵
の
目
。
と
決

め
h
v

美
容
什
突
誌
と
休
日
h
q

の
三

つ
を
か
ね
た
楽
し
い
寄
り
あ
い
の

日
と
し
て
お
り
、

ニ
ワ
ト
リ
飼
育

法
ぞ
か
ね
ぐ
、
オ
ツ
ト
族
m
飼
育

法
も
研
究
さ
れ
て
い
る
エ
う
な
。

こ
η
た
め
卜
川
乃
オ
ツ
ト
摂
た
ち

は
。
い
や
ア
存
自頃
ば
よ
く
な
り
ま

し
た
よ
、
戦
後
判
女
問
権
に
な
り

支
し
た
か
〔
ね
0
1
Y

一ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑

「
て
い
ず
つ
μ
一乃
こ
と
。

0
・
:
国
民
叫
体
位
が
近
頃
や
っ

と
ヒ
回
っ
て
き
た
と
い
う
。
し
か

し
都
会
ぃ
農
刊
の
警
は
激
レ
い
よ

う
で
ク
食
生
活
改
善
h
q
m
r

呼
び
声

も
い
ま
だ
い
た
ら
ず
の
感
が
深
い

戦
後
の
食
糧
難
時
代
か
ら
近
年
の

豊
作
続
き
も
.
因
と
な
っ
て
、
い

ま
で
は
欲
し
い
も
の
は
、
な
ん
で

も
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
と
ぎ

つ
け
た
が
、
そ
れ
も
カ
ネ
あ
っ
て

の
と
ど
。
低
所
得
家
庭
や
、
現
金

収
入
の
今
な
い
農
家
で
は
、
肉
や

牛
乳
の
摂
取
鼠
は
依
然
少
な
い
。

0
・
:
総
じ
て
、
一
開
農
刊
の
生

活
の
方
が
都
市
よ
け
開
康
そ
う
に

考
え
ら
れ
る
の
に
、
農
民
の
体
位

が
都
会
人
に
比
べ
て
劣
る
?
と
あ

っ
て
は
、
な
に
か
、
そ
乙
に

一工

夫
す
る
も

ωが
あ
っ
で
欲
し
い
の

で
は
な
か
月
う
か
。



i4力 年

:で実施

(二)

牛
乳
の
生
産
量
が
三
倍
に

農
業
所
得
の
五
割
は
酪
農
で

(第230号)

と
の
た
び
大
村
市
は
ら
/¥
農
斜
営
安
定
地
区
に
県
か
ら
指
定
を
受
け
本
年
十
一
月
か
月
四

カ
年
間
で
ら
ぐ
農
経
営
の
改
善
や
合
理
化
を
計
一期
的
に
進
め
る
と
と
に
町
り
ま
し
た
。

と
の
指
定
は
国
が
ら
ぐ
鰻
振
興
法

ω
一
部
を
改
正
し
、
い
ま
ま
で
の
ら
/
践
の
や
り
か
た

を
よ
り
改
善
す
る
た
め
、
県
矧
事
が
ら
ど
-mM
集
約
地
域
を
指
定
す
る
も
の
で
、
続
営
の
合

理
化
と
と
も
に
牛
乳
製
品
の
消
費
者
増
進
し、

過
剰
乳
製
品
の
計
雨
的
保
管
の
途
を
ひ
ら

く
な
ど
の
事
業
も
国
や
県
の
助
成
で
市
が
強
力
に
実
施
予
る
と
と
に
た
る
わ
け
で
す
。

り

こ
の
陥
農
一
ゆ
現
在
の
乳
牛
頭
数
五
百
二
十
頭
率
三
五
%
を
七
O
%
ま
で
に
引

高
農
経
営
安

一

経
営
安
定
一
挙
最
終
信
次
に
は
千
百
頭
に
す
ト
しげ
る。

定

計

画

と

ま

一

一

j
ji
i
i
計
画
は
昭
一

る。

一
心
乳
牛

一
頭
当
り
の
生
産
最
苦
境

和
三
十
四
年
か
ら
同
一ニ
十
七
年
ま
一
命
生
乳
住
理
是
は
現
症
の
九
百
十一

終
年
次
に
は
四
割
増
産
す
る。

で
の
四
カ
年
計
画
で
実
施
す
る
f

こ

ん
ぞ
最
終
牢
次
に
一一一千
ト
ン
に
一
③
陥
腿
所
得
は
現
在
一

部
を
除
い

と
に
な
っ
て
お

υ、
計

画

の

概

要

一

増

産

す

る

。

一

て

赤

字

経

営

に
近
い
状
態
で
あ

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
@
①
飼
料
の
自
給
度
は
現
在
の
自
給
一

る
が
、
最
終
年
次
に
は
全
農
業

よアゴ政

林間
一…川

橋
の
延
長
工
事

市

鈴
田
地
区
は
一
方
交
通

やf大(毎月1日，10日，20日発行〉

与2毛

※
 

※ 

〉く

x 

深毛

※ 

× 

所
得
申
に
占
め
る
酪
農
所
得
を

一指
導
を
行
な
う
と
と
に
な
っ
て
い

五
O
%
田
原
に
も
っ
て
い
く
。
一
言
す
。

⑨
筑
牛
の
導
入
ふ
国
お
よ
び
市
、
一

i
i
i
}
1
1
1
1
ま
た
本
計

一
産
乳
能
力
検

一

農
協
等
の
事
業
で
毎
年
六
十
頭

一

画
の
ヵ
果
一
十
一
月
三
十
日
市
議
場
で
開
催

一
定

事

業

も

5

一

の
導
入
者
行
な
い
改
良
増
殖
す

一

i
j
i
l
t
-
'
妻
。
ら
に
一し
ま
し
た
民
生
委
員
会
の
席
上
、

る

@

一

高

め

る

た

め

に

本

伍

度

か

ら

向

う

一十
年
以
上
民
生
委
員
と
し
ず
勤
続

⑦
そ
の
他
、
牛
乳
消
費
の
増
進
、
ご
ニ
カ
年
間
国
の
陶
定
に
よ
り
、
乳
一し、

民
庄
事
業
に
尽
き
れ
ま
し
た

生
乳
処
理
加
工
施
設

ω改
善
、

一牛
開
乳
能
力
検
官
事
業
を
併
せ
て

一
つ
ぎ
の
五
氏
に
、
大
村
市
長
か
ら

乳
牛
の
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
一
実
施
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

一感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
そ
の

生
乳
の
品
質
向
上
、
草
地
改
良
一
こ
の
事
業
ほ
国
お
よ
び
県
の
助
↑
功
を
た
た
え
ま
し
た
。

事
業
な
ど
を
行
な
う
。

一成
に
よ
り
、

乳
牛
仁
対
す
る
飼
料
一

(
般
称
略
)

以
上
の
よ
う
に
ら
ど
農
耕
一
営
改
善
一
給
与
の
合
理
化
お
よ
び
駄
牛
の
と
一ム
川
口
博

(鈴
田
京
協
)
〈
姉

に
つ
い
て
詳
細
に
計
画
し
て
村
り

一う
た
、

滴
期
極
付
の
実
施
に
よ
り
一
川
浄
弘

(武
部
郷
小
佐
古
)
A
加

と
の
計
画
は
県
、
市
関
係
の
畜
産

一搾
乳
削
間
の
短
縮
を
は
か
り
、
ら
一
藤
借
幸

(片
町
)

ム
申
井
鷹
一

段
術
者
を
一
体
と
し
た
間
当
翠
一
ぐ
農
料
営
の
合
理
化
枠
促
進
す
る
一
(
諏
訪
郷
)
ム
福
田
折
枝

(一
一一浦

設
げ
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

一事
業
で
す
。

(
農
林
謀
)
一
日
泊
郷
)
(
福
祉
事
務
所
)

永
年
勤
続
の
民
生

委
員
五
氏
を
表
彰

来年5月 16日で時効

2112の請求は早めに

※ 

3
l
i
s
-
-
3
j
よ
り
」
十
月
下
旬
号
を

み

て

【

玉

ね

ぎ

】

泉
州
、
充
実
し
た
申
玉
以
上
の
果
実
川

一

農

事

メ

モ

一

く
だ
さ
い
。

甲
車

問
系
は
十

一
月
下
旬
、
t

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
般
礎
か

J

r
J
i
-
-
i
i
i
;、
【

甘

藷

】

甘

藷

一ω貯
十
二
月
仁
旬
ま
で
に
定
植
し
ら
貯
蔵
庫
に
搬
入
す
る
ま
で
一

【
麦
】

麦
の
ま
き
つ
げ
蔵
適
温
は
十
一
ニ
(
十
五
度
の
ま
し
ょ
う
。
陪
幅
二
ニ
五
日
ン
の
取
り
扱
い
に
は
特
に
注
意

が
お
く
れ
て
い
ま
す
。
急
い
範
聞
で
す
か
ら
、
温
度
計
を
(
約
四
・

五
尺
)
に
株
間
一
が
肝
要
で
す
。
つ
ぎ
に
採
種

u

で
ま
き
ま
し
ょ
う
。
腕
ま
き
用
い
て
貯
蔵
適
温
ぞ
保
つ
よ
O
H
ン
(
約
三
寸
)
の
四
条

し
た
果
実
を
す
ぐ
入
庫
す
る

I

の
対
策
に
つ
い
て
は
十
一
月
う
に
芹
意
し
ま
し
ょ
う
。
植
と
し
ま
す
。
粗
植
は
減
収
と
、
目
減
り
や
同
首
位
が
多
く

下
旬
号
の
「
市
政
だ
よ
り
」
【
馬
鈴
薯
】
収
穫
レ
の
原
因
で
す
。
リ
ン
サ
ン
、
な
り
、

貯
蔵
が
悶
離
に
町
り

川
(
農
事
メ
モ
)
そ
参
考
に
し

た
い
も
は
良
ぐ
風
平
し
し
、
カ
リ
は
元
肥
に
じ
?
っ
ぷ
ん
ま
す
の
で
、
入
閣
前
十
日
l

て
く
だ
さ
い
。
小
麦
は
今
月

癒
か
病
そ
の
他
病
害
に
お
か

施

し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
二
週
間
一
応
十
一聞
に
並
べ
て

に
入
る
と
三
日
お
く
れ
る
毎

さ
れ
た
い
も
は
関
敗
の
原
因

【
柑
橘
】

秋
肥
の
す

均

等
ぷ
二

J
三

%
の
減
量
を

に

一
合
の
割
で
種
ヂ
キ
増
し
に
な
り
ま
す
の
で、

じ

ゅ

う

ん

で
い
な
い
闘
は
一
日
も
早

行
な
っ
た
方
が
よ
い
。

し
か

て
ま
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ぶ
ん
選
別
し
貯
蔵
す
る
と
と

く
終
る
と
と
も
に
収
穫
も
な

し

過

度

に
な
る
と
果
皮
の
萎
川

1

甘

藷

の

地

収

を

は

か

り

労

が

大

切

で

す

。

る

べ

く

早

く

す

烹

せ
る
よ
う
れ
が
甚
だ
し
く
な
っ
で
鮮
度

力
の
配
分
を
よ
く
す
る
た
め
門
結
球
白
菜
】

脱
出

心
が
け
た
い
も
の
で
す
ω

を
失
い
、
か
え
っ
て
商
品
価

甘
藷
の
麦
問
挿
苗
を
す
す
め
し
臼
菜
は
と
れ
か
ら
結
球
率
貯
蔵
み
か
ん
は
貯
蔵
に
適
し
値
を
低
め
る
お
そ
れ
が
あ
-
り

て
い
ま
す
。
来
年
は
う
ん
と
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
の
で
、
た
も
の
を
選
ぶ
乙
と
が
犬
切

ま
?
の
で
注
意
し
な
け
れ
ば

川
麦
間
挿
苗
が
で
き
る
よ
う
単

播
種
朗
の
お
そ
い
も
の
は
促
で
す
か
ら
、
表
皮
に
備
が
な
な
り
ま
せ
ん
ο

山

備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
前

効

性

ωチ
ッ
ソ
肥
料
を
追
肥

く
病
虫
害
や
、
浮
皮
の

な

い

(

時

盟

業
改
良
普
及
所
)

い

作

麦
の
作
り
万

は

「

市

政

だ

し

ま

し

ょ

う

。

も

の

で

組

織

が

強

く

、

よ

く

保
育
児
へ
贈
物金

氏
他
十

A
果
物
、
野
菜

二
O
O
円
程
度
一ム
キ
ャ
ラ
メ
ル
六
O
箱
長
崎
一
A
絵
本
五
一
一
一

m

部
訪
町
井
上
時
男

一

県
社
会
福
祉
協
議
会

一
一
月
享
ニ

門
三
城
保
育
所
〕

一ム
う
さ
ぎ

一
匹

鈴

田

松

尾

一
A
氷
の
ろ
矧
一
台

(
何
年
5
月
6
日
j
m
月
日
日
)
一
【
中
央
保
育
所
〕

一

松
永
医
院

A
花
苗
(
カ
ラ
l
ニ
株
、
そ
て
っ

一
(
何
年
5
月

8
ほ
l
m
月
日
円
)

一
ム
は
ち
ま
き
五
十
二
本
(
六
色
)

一
)
水
主
町
山
下
睦
夫

一れ
野

菜

三

J

松
山
郷
五

一

松
並
町
山
田
英
雄

ム

身

長

計

一

久

原

郷

林

一

七
五
吉
智
敏
子

一ヘム
絵
本

ゴ一
間

桜

馬

場

併

保

ム
か
ぶ
と
冠

一
二
O
枚

本

町

一八
絵

本

ニ

O

冊

桜

馬

場

山

一

純
彦

村
井
薬
局

一

口
尚
美

一〈
甘
藷
五
キ
ロ
、
・
ク
レ
パ
ス

ム
袋
入
り
菓
子
五
六
伺
大
村

一
A
絵

本

ニ

ニ

冊

快

並

町

三

一
一

箱
、
葉
子

一
O
O
円
松

市
議
会
議
員

一

丁
目
原
本
り
よ
う
子

一

山

郷
書
留
敬
子

ム
レ
コ
ー
ド

十
枚
水
田
住
宅

一企
新
聞
紙
二
キ
ロ
、

雑

巾

八

一
ム
果
物
一
O
O
円
古
町

久

笠
井
建
材
庖

一

枚
百
町
官
舎
久
米
芳
実

一

米
芳
実

ム
レ
コ
ー
ド
十
三
枚
辻
田
町
一ム
そ
ち
豆

一

O

七

百

町
五

一
ム
果
物

一
0
0
円

古

町

熊

j
川
盛

一

区

吉

川
キ
ク

・
一

利
男

ム
鳩
ニ
羽
北
御
門
久
子

一
ム
工
作
料

一一一O
O
円
古
町
六

一ム
菓
子

一
O

O

円

古

町

今

ム
ト
マ
ト

十
一
二
九
竹
松

一

区
七
九
七
川
久
保
正
幸

一

回
勝

一

橋
本
作
二

一ろ
新
聞
紙
五
キ
ロ
松
並
町

一
A
菓

子

一

O

O
円

古

町

芦

ム
七
夕
征
一
本
上
杭
出
津
一
古
川
降
平

一

塚
開
雄

後

藤

公

昭

一

ム

キ

ャ

ベ

ツ

四

キ

ロ

松

山
郷
一

八
果
物

一
0
0円
、
赤
飯
(
餅

ム
ス
テ
ン
レ
ス
一
間
物
調
理
台
一
五
七
五

吉

留

敏

子

一

米
三
升
小
一旦
五
合
)

古
町
六

宮
町
抗
持
株
式
ム
五
社
一
お
飴
玉
三
O
O
阿

古
町
六
区

一
区
小
園
蕗
男

ム
金
魚
、
ふ
な
七
匹

、
ガ

三

山

内

正

一

心

ゴ

ム

崎

山

間

五

(

い

何

十

叫

ん

削

ス
容
器
大

一

潜

町

浜
田
一
ハ
新
聞
紙
四
九
松
並
住
宅
一
立
川
ス
ト
ア

説

郎

一

古

川
隆
寿

一
A
同
一
一
O
川
本
町
ス
ポ
l

A
画

帳

六

O
冊
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
一
ム
じ
ゃ
が
い
ら

一

O

ヘ

松

一

ツ
社

六
O
個
本
町

村

井

薬

局

一

並

町

山

田

弘
雄

一♂
間

二
O
個
本
町
松
竹
バ
ン

ム
ゴ
ム
風
船
大

七
O
伺

本
町
一
ム
ロ

i
ン
・
ム
1
ア
匁
路
一
五

一
心
ペ
ン
キ

四
キ
ロ
(
水
色
)

立
川
ス
ト
ア
ー

O

本

町

安
永
金
物
庖

一

古
町

久
米
芳
英

引
揚
汚
給

一

ム
軍
人
で
、
現
地
で
壌
市
し
、
一限
り
ま
す
。

付
金
等
支
給

一外
地
に
そ
の
家
族
と
一
し
ょ
に
生
一
ム
外
地
に
生
活
し
て
い
て
昭

法
に
よ
る
国

一活
し
て
い
た
方

(
た
だ
し
、
終
戦

一和
二
十
年
二
月
十
五
日
以
後
、
内

庫
償
勤
労
は
昭

一前
そ
の
奈
肢
を
内
地
に
帰
し
た
万
一
地
に
旅
行
し
て
い
る
ど
き
、
外
地

は
通
行
で
き

ま

す

が

、

バ

イ

ク

は

和

三

十

五

年

一は
該
当
じ
ま
せ
ん
)
一
に
も
ど
る
乙
と
が
で
き
な
か
っ
た

通

行

で

き

ま

せ

ん

の

で

ど

協

力

く

五

月

十

ベ
日
一

ム
軍
一
周
は
単
身
で
も
つ
ぎ
の
制

一
人
ゃ
、
外
地
で
終
戦
後
死
亡
さ
れ

だ
さ
い
。

ま

で

に
謂
求
一限
内
で
あ
れ
ば
、
全
部
該
当
し
ま
一
た
方
(
年
令
は
問
わ
な
い
)
引
場

従
来
、
と

の

区

間

を

運

行

し

て

し

ほ

い

と

、

一
す

。

一

後
内
地
で
死
亡
さ
れ
た
方
(
死
亡

(

敬

称

略

)

い

た

パ

ス

は

大

村

駅

前

パ

ス

営

業

給

付

金
が
も

一

川
朝
鮮
、
台
湾
、
満
洲
、
部
太
一
当
時
前
二
十
五
才
以
と
)
で
、
そ

一

門
池
田
保

育
所
】

一
ニ
十
二
年
七
月
水
害
に
よ
り
、

一完
成
レ
ま
す
。

所

J
杭
塁

手

経

寺

前

会

町

ら

え

な

く

な

一地
域
は
辰
人
と
同
じ
く
六
カ
月
一
の
遺
族
(
妻
、
子
、
父
母
、
係
、
一
(
話

5
2日
l
m月
日
日
)

良
復
旧
工
事
が
行
な
わ
れ
て

い

一

な

お

、

工

商

目

ぞ

運

行

し

て

い

ま

す

。

り

ま

す

。

請

一以
上
の
在
外
期
闘
が
あ
れ
ば
い
い

一
祖
父
、
母
、
兄
弟
、
姉
妹
)
に
は

一
ム
配
雑
誌
一
:
O
冊
池
田
十
ロ

る
鈴
田
川
の
鈴
閉
摘
は
、
問
河
川
一下

空

爆

を

架

設

し

て

い

ま

す

一

(

諌

早

土

木

事

務

所

)

蓄

を

出

し

一わ

け

で

す

。

蚕

給

付

金

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

一

空

襲

の
川
幅
が
一一
倍
の
三
十

M
に

拡

一

が

、

と

の

橋

は

自

転

車

程

度

ま

で

一

て

い

な

い

万

一

ω中
国
地
域
は
昭
和
十
九
年
八
一
ぐ
わ
し
い
と
と
は
、
福
祉
事
務
ム
古
雑
誌
一
五
冊
池
田
十
区

張
さ
れ
る
た
め
延
長
工
事
宇
一

(
j
i
i
j
i
j
'
}
j

一
は
す
ぐ
福
祉
事
務
所
で
手
続
き
を
一月
十
五
日
以
前

ω渡
航
者
で
あ
れ

一所
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

一

渡
辺
章

月

一

一

即

時

計

昨

日

一

初

の

三

階

建

校

舎

一
中

央

小

も

鉄

筋

造

り

一

し

時

計

よ

う

な

宮

、

一ば

絞

れ

が

、

昭

和

十

六

一

(
福
祉
事
務
所
)

一
A

語

、
白

川

崎

山

風

計

四
・
四

M
、
幅
員
八
・
ニ

M
、
一
大
村
中

の
新
築

は

じ

ま

る

一

中
央
小
学
校
は
不
正
常
校
舎
と
一
と
の
法
律
に
該
当
し
ま
す
o

一
年
十
一一
月
八
日
以
前
の
渡
航
一者

に

一

一

諏

訪

町

諏

時

間

薬

局

河
川
崎
山
ト

u
f
R一舎

一
大
村
中
学
校
の
校
舎
は
一
μ話

料

開

設

泣

い

一

h
M
M
M
M
n
iHHHHHHHHHHHHH川川川
HHHHHnuJUUMMUMれ
き

一

ム

折

鶴

一

ニ
O
羽
市
内
在
住
の

来
年
一
一
一
月
末
完
成
レ
ま
す
。
一

校

…
差
増
加
に
よ
る
教
室
一J
、
十
五
十
七
日
午
前

土

時

一

暴

力

の

な

い

社

会

生

活

を

一
よ
っ
て
自
己
の
主
毒
と

2
て

老
人
(
「
老
人
の
日
に
ち

一4
8
1
川
不
足

ωた
め
新
築
す
る
一l

一

一

一

な

ん

で

折

っ

た

の

で

す

が

お

役

h
H詩句
訪

れ

れ

宣

告

需

品

純

一

世

界

人

権

宣

言
採

択

十

一

周

年

引

引

射

る

基

本

的

一

げ

は

刊

誌

主

に

立

て

ば

使

っ

て

下

さ

い

」

と

一
月
二
十

五

日

か

ら

一

万

交

通

を

一

川

一

む

十
名
が
列
席
し
て
起
工
式
を
行
一を
む
か
え
、
法
務
省
で
は
十
二
月
一
〈
権
は
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

一力
を
ら
ん
用
し
、
他
人
の
人
権
を

一
言
っ
て
名
前
を
告
げ
ら
れ
な
か

日

認

一
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
協
力
一
く
…
と
の
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
一
な
い

ま
し
た
。

一四
日
か
ら
十
日
ま
で
そ
人
権
週
間

一
久
の
権
利
と
し
て
国
民
に
与
え
ら
一
侵
害
す
る
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
一
っ
た
)

1
剛

一
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
日山

…

ク

リ

l
ト
造
ぺ
一
ニ
虫
干
し
く
で
き
る
校
舎
は
鉄
筋
コ

一と
し
て
各
関
係
機
関
お
よ
び
団
体

一れ
る
。
す
べ
て
国
民
は
個
人
と
し

一せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
の
権
利
お
よ

i
G鮒

四
匹
、
金
魚
鉢
一

月

剣

一

芝

、
本

堂

川

市

幅

拡

張

に

一

新

一

章

三

一

二

ノ
平
一
ン
ク

リ
l
ト
造
り
一

一
階
建
、
建
坪
一の
協
力
の
も
と
に
広
く
閏
民

一
般
一て
尊
重
さ
れ
る

o
E憲
法
に
も

一自
由
は
あ
く
ま
で
民
主
的
な

L
伊
勢
町
浜
田
説
郎

門
出

一よ
る
本
堂
川
橋
の
延
長
工
事
も
十
一

号

刊

百

-
J
j「
一
二
七
了
四
二
平
方

M
(八
一
に
呼
び
か
け
、
人
権
意
識
の
普
及
一
望
し
て
お
り
ま
す
。

一に
よ
っ
て
、
と
れ
を
主
張
し、

守
一
ム
絵
本
(
ょ
い
と

)

五

om

年

間

一
月
と
ま
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
一
坪
)
娃
五
五
四
九
[
平
了
一
二
・

一
坪
)
延
五
五
九
・
九
八
平
一と

事

を
は
か
る
と
と
に
な
り
ま
一
民
主
主
誌
の
社
会
で
は
、
す
べ
一
っ
て
ゆ
く
べ
雪
で
す
。
一

諏
訪
町

杉
本
兼
六
番
庖

M
M
n
一
と
の
橋
は
長
さ
二
十
五
日
を
一
ニ
一
(
一
六
七
何
)
で
六
教
室
が
来

年
一
万
灯
(
一
六
九
坪

)
で
、
六
教
一
し
た
。

一て
の
人
聞
が
、
人
間
ら
し
い
社
会

一

わ
た
し
た
ち
は
い
か
な
る
有
形
一
ム
飴

一
袋

(
一
O
O
同
程
度
)

和

同

一
十
六
・

四
川

に

雲

、
幅
員
十
一

三
月
末
で
き
あ
が
り
ま
す
。

安

否

己あ
が
り
ま
一
わ
た
レ
た
ち
は、

住
ま
れ
な
が
一
生
活
を
営
む
自
由
と
権
利
と
を
、
古

川
の
暴
力
に
も
屈
し
な
い
と
同
一
下
諏
訪
郷

量

一

昭
附
一
一

一
M
、
有
効
一
覧
よ

・

一

M
L
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三

階
建
の
校
一
す
。

(

市

教

委

)
一ら
に
し
て
、
人
間
と
し
て
の
社
会
↑お
互
い
に
自
覚
し、

認
め
合
う
社

一時
に
暴
力
を
な
く
し
て
明
る
い
社
一
ム
菓
子
ニ
O
O
円
上
杭
室

町山

一
(
車
道
八

-
E

、

歩
道

一
二
舎
は
、
市
内
で
こ
れ
が
初
め
て
で

一著

書

む

自

主

権

利

書
っ
一
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

o

E
を
つ
く
る
き
に
努
め
ま
し
ょ

一

建

省

。

一五
メ
ー
ト
ル
)

で

P
S
コ
ン
ク

ヲ

。

(

市
教
委
)

て
い
ま
す
。

「
国
民
は
す
べ
て
の
一
暴
力
が
民
主
主
義
の
根
底
を
破
一
う。

(
長
崎
法
務
局
大
村
支
局
)

一
A
菓
子

六
O
O
円

リ
ー
ト
を
使
用
し
、

来
年
三
月
末
一

基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ

一腹
ず
る
も
の
で
あ
る
乙
と
は
い
う

一

名

松
並
町

柴

百
町
五
区


